
１ 上野三碑世界記憶遺産登録推進

7,261千円【文化振興課】

12,052千円【文化財保護課】

43,347千円【文化財保護課】

５ 東国文化周知

６ 上野国分寺跡整備 18,850千円【文化財保護課】

　　　　　　総額　１０２，３３４千円

　平成２９年の世界記憶遺産登録を確実なものとするため、関係機関と連携し、県民運動の醸成や、中国・韓国から
登録についての支持を得るための取組を官民一体で進めます｡

　○事業内容
　　・古墳総合調査報告書刊行
　　　成果の活用に向けた情報発信方法の検討　など
　　・展示会･情報発信イベントの開催
　　　一般向けの冊子の刊行　など

　○事業内容　報告書刊行
　　　　　　　展示･公開に向けた甲･冑の保存処理
　　　　　　　２号甲のレプリカ制作
　　　　　　　世界考古学会議出展（新規）

12,184千円【文化振興課】
　県民が本県の歴史文化遺産の価値を再認識し、郷土への誇りと愛着を育む取組を進めるとともに、東国文化を全国
に発信し、観光振興・イメージアップを推進します。

　平成26年10月から休館し、改修工事を行っている歴史博物館をリニューアルオープ
ンします。
　
　○オープン　平成２８年７月下旬
　○東国古墳文化展示室 特別展示
　　・群馬県にはいくつ古墳があるの!　東国文化の発信「群馬県古墳総合調査」
　　・現代に甦る、甲を着けた古墳人!　日本のポンペイ「金井東裏遺跡調査」

8,640千円【文化振興課】

２ 歴史博物館「東国古墳文化展示室」オープン

　 古代の東国文化の中心地であり、東日本最大の古墳大国である本県が誇る歴史文化遺産の調査研究を進め、長期
 的な展望を持って、県民の再認識を促すとともに、県と地元市町村とが一体となって、「東国文化＝群馬」という
 イメージを全国に発信・定着させ、本県のイメージアップへつなげます。

　○上野三碑世界記憶遺産登録推進協議会事業
　　・登録推進関連事業
　　　多言語リーフレット作成、三碑のレプリカ制作、
　　　サポーター向け研修会　など
　　・日中書道展の開催（新規）
　○東国浪漫実行委員会（仮称）事業
　　・日中韓国際シンポジウム開催（新規）

　　　　　　政策１　群馬の未来を担う子ども・若者の育成
　　　　　　政策12　豊かな文化・魅力を活かしたイメージアップ

　○事業内容
　　・発掘調査、中間報告書の刊行、現地説明会の開催など

　○事業内容
　　・東国文化副読本の制作・配布・販売
　　・古代東国文化サミットの開催
　　　（内容）古代体験広場、
　　　　　　　創作古代劇「群馬の物語」上演　等
  　・世界考古学会議での研究発表（新規）
　　・日本遺産への登録推進（新規）

３ 古墳総合調査・古墳情報発信
　本県を代表する歴史文化遺産である古墳の現状把握のため、市町村教育委員会や県民調査員（ボランティア）の協
力を得ながら、総合的な調査を行い、主要古墳の整備や活用の可能性を検討します。

　渋川市金井東裏遺跡出土の甲を着装した成人男性骨等について、調査検討委員会の
指導のもと報告書を刊行し、展示・公開に向けた保存処理を行います。

　全国最大級の七重塔を擁し、全国に誇りうる史跡である上野国分寺跡を整備し、そ
の価値を広く県民に周知し、再認識を促すとともに、多くの人に訪れてもらえる史跡
にします。

４ 金井東裏遺跡出土 甲着装人骨等調査

　 東国文化の活用・発信
　　　～東国文化関連事業～

とりまとめ担当課

文化振興課 （027-226-2525）
文化財保護課（027-226-4696）

鹿角製小札３Ｄスキャン画像(一部復元)

発掘調査現地説明会

古墳現地打合せ

古代東国文化サミット・古代劇

上野三碑

東国文化モデル授業

推進協議会

東国古墳文化展示室

古墳王国展

関連事業として、県立女子大学群馬学センターと連携し「上野三碑
を読むプロジェクト」を実施


